
少林寺流空手道 五行舘
renshinkan-tokyotama.com

TThe Ryukyu Kingdom was annexed by Japan in 1879. Karate was 
brought to Japan in the early 20th century during a time of migration 
as Ryukyuans, especially from Okinawa, looked for work in Japan. It 
was systematically taught in Japan after the Taishō era. In 1922 the 
Japanese Ministry of Education invited Gichin Funakoshi to Tokyo to 
give a karate demonstration. In 1924 Keio University established the 
first university karate club in mainland Japan and by 1932, major 
JaJapanese universities had karate clubs. In this era of escalating Japa-
nese militarism, the name was changed from 唐手 ("Chinese hand" or 
"Tang hand") to 空手 ("empty hand") – both of which are pronounced 
karate in Japanese – to indicate that the Japanese wished to develop 
the combat form in Japanese style. After World War II, Okinawa 
became an important United States military site and karate became 
popular among servicemen stationed there

Karate 
 O Okinawan pronunciation is a martial art developed in the 
Ryukyu Kingdom. It developed from the indigenous Ryukyuan 
martial arts (called te (手), "hand"; tii in Okinawan) under 
the influence of Chinese Kung Fu, particularly Fujian White 
Crane. Karate is now predominantly a striking art using 
punching, kicking, knee strikes, elbow strikes and open-hand 
techniques such as knife-hands, spear-hands and palm-heel 
ststrikes. Historically, and in some modern styles, grappling, 
throws, joint locks, restraints and vital-point strikes are also 
taught. A karate practitioner is called a karateka.

第十一回少林寺流空手道五行舘

創立記念空手道選手権大会

日時: 平成30年11月4日(日) 午前9時開始
会場: 町田市小山市民センター



謝



　

目
次目

次
大
会
進
行

ご
挨
拶　

平
野
賢
己

祝
辞　
　

小
倉
ま
さ
の
ぶ 

祝
辞　
　

佐
藤
伸
一
郎

祝
辞　
　

堀

 

一

洋

祝
辞　
　

松
井
寿
貢

少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘　

抄
録

近
年
（
三
年
）
の
大
会
表
彰
者

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表

組
手
試
合
観
戦
の
手
引

少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
の
三
大
特
徴

平
野
賢
己　

少
林
寺
流
の
道
統

少
林
寺
流
空
手
道 

五
行
舘
方
針 

総
本
部
方
針

少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘　

指
導
者
一
覧

広
島
修
道
大
学
拳
法
部
Ｏ
Ｂ
会
役
員
・
五
行
舘
高
弟
一
覧

- 1 -



大
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進
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開
会
宣
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石
井
正
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師
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舘
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挨
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平
野
賢
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師
範
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佐
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市
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審
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美
恵
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師
範
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範
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組
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決
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ま
で
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① 　

拳
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② 　

平
安
の
形
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南
光
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④　

中
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の
部
（
汪
輯
の
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・
半
月
の
型
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鎮
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⑥　
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8.　

演
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部
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正
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師
範

9.　

組
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試
合　

決
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10.　
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式

11.　

大
会
講
評　
　
　

平
野
賢
己 

舘
長

12.　

閉
会
の
辞　
　
　

中
島
一
樹 

師
範
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二
〇
一
八
年 

少
林
寺
流
空
手
道 

五
行
舘
方
針 

総
本
部
方
針

  

宗
家
訓

一
臓
一
腑
の
麻
痺
は

  

た
だ
ち
に
そ
の
生
命
に

 　

関
わ
る
こ
と
を
念
慮
し

心
修
を
以
っ
て
秘
拳
を
磨
き

た
と
え
一
撃
二
撃
を
受
く
る
と
雖
も

莞
爾
と
し
て
泰
然
自
若
た
れ

　

 

総
本
部
訓

  

心
眼
を
磨
き
挑
む
を
避
け

         

闘
う
を
和
と
な
し

   

己
に
克
ち
て
万
人
を
生
か
す

心
術
を
以
っ
て
道
と
な
す

　

空
手
五
訓

一
、 

空
手
は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ 

る
。

一
、 

空
手
は
己
を
見
つ
め
己
を
正
し
、

己
を
磨
く
も
の
で
あ
る
。

一
、 

空
手
は
人
に
打
た
れ
ず
人
を
打
た

ず
、
事
な
き
を
基
と
す
る
な
り
。

一
、 
空
手
は
人
を
倒
す
も
の
で
は
な
く
、

人
を
愛
し
己
に
打
ち
克
つ
も
の
で

あ
る
。

一
、 

空
手
は
湯
の
如
く
耐
え
ず
熱
を
与

え
ね
ば
元
の
水
に
帰
る
。

　

五
省
訓

一
、 

今
日
一
日
を
怠
り
は
し
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か

二
、 

今
日
一
日
の
行
い
は
正
し
か
っ
た

だ
ろ
う
か

三
、 

今
日
一
日
の
言
葉
に
悔
い
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か

四
、 

今
日
一
日
は
気
力
に
欠
け
る
こ 

と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か

五
、 

今
日
一
日
は
誠
を
尽
く
し
た
だ
ろ

う
か

　

活
人
拳
訓

五
官
の
合
気
頂
点
に
至
る
と
き

卓
技
至
妙
の
神
技
と
化
す

ゆ
え
に
拳
学
の
理
念

も
っ
て
人
命
尊
重
を
最
大
の
柱
と
し

 

拳
行
も
っ
て
養
心
養
生
の

理
法
を
行
わ
ば
五
臓
六
腑

こ
と
ご
と
く
百
難
の
砦
と
化
す

  

活
学
正
拳
の
妙
法

も
っ
て
死
中
に
活
路
を
開
か
ん

基本理念 社会から支持が得られる活人拳を目指す。一隅を照らす。

目的 1. 健康・医武同源   2. 護身   3. 自立 　4. 人間形成 ( 礼を重んじる・努力・譲り合いの精神を養う・
血気を勇を戎める )   5. 奉仕活動の修得

三信条 1. 信念 2. 情熱 3. 修練

主に用いる訓 空手五訓・五省訓・空手の三無・活人拳訓・総本部訓・宗家訓

技の三度 1. 正確度 2. 練度 3. 迫真度

型・組手の
チェックポイント スピード・正確性・美しさ・力強さ・タイミング

練習内容
空手道（基本・型・組手）
古武術（棒術・釵術・杖術・ヌンチャク術・トンファー術）
護身術（体捌き・逆手法・方円座法）

指導方法 週一回以上・集合研修・個人レッスン

大会 五行舘大会（年一回）・他流大会参加

大会目標 ベスト 4以上入賞を目指す

合宿または研修 年一回

昇段昇級審査 原則年 4回（3月・6月・9月・12月）希望者、受付は前月から

その他の活動 支部・道場開設・他流交流

 



- 4 -

 

ご
挨
拶　
　

平
野
賢
己

少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘 

舘
長

大
会 

会
長

本
日
、
こ
こ
に
第
十
一
回
少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
創
立
記
念
空
手
道
選
手
権
大
会
が
、
前
錬
心
舘
か
ら
継
続

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

永
年
、
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
す
べ
て
の
空
手
関
係
の
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。五

行
舘
空
手
道
は
門
下
生
に
と
っ
て
よ
り
選
択
肢
が
多
く
、
自
由
度
が
高
い
も
の
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
全
日
本
硬
式
空
手
道
連
盟
・
全
日
本
格
斗
打
撃
空
手
道
連
盟
・
全
日
本
琉
球
古
武
道
空
手
道
連

盟
に
加
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
短
期
間
で
上
達
の
た
め
の
身
体
操
作
法
（
五
法
）
を
開
発
し
、
型
も
少
林
寺
流
八
法
に
加
え
て
平
安
初

段
か
ら
五
段
ま
で
の
基
本
型
を
導
入
し
ま
し
た
。

空
手
道
の
型
は
動
禅
と
も
い
わ
れ
、
生
涯
の
心
身
練
磨
に
お
い
て
、
最
適
な
武
道
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
型
試
合
の
特
徴
は
一
人
二
種
目
に
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
勝
っ
て
驕
ら
ず
、
負
け
て
悔
い
ず
の
精
神
で
、
正
々
堂
々
の
闘
い
を
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。



平野賢己師範 プロフィール   
広島修道大学拳法部 1971 年入門、第八代主将。少林寺流空手道錬心舘初代宗家保勇先生
及び二代目宗家保巖先生に師事。最短 30才で師範ライセンス取得後、1981 年宮城県仙台市
八幡支部開設を機に千葉県行徳支部、大阪市阿倍野支部、奈良県桜ヶ丘支部、東京三鷹支部、
多摩支部、2004 年東京多摩地区本部長就任。2016 年第十回東京多摩地区本部記念大会開催。

二代目宗家保巌先生他界後、2017 年 11 月 19日少林寺流空手道五行舘創立
2018 年 3月 3日少林寺流空手道五行舘宗家就任。( 高弟からの推挙による )

少林寺流空手道五行舘は、門下生にとって選択肢が多く自由度が高い空手道を目指してお
ります。五行の名前に五法「①身体操作法 ( 五本 ) ②型 ③組手 ④古武道 ⑤護身法」の意味も
含まれております。
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少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
に
つ
い
て

二
〇
一
七
年
十
一
月
一
九
日
、
少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
を
創
立
い
た
し
ま
し

た
。五

行
舘
の
名
前
の
由
来
は
、「
健
全
な
肉
体(

五
体)

に
健
全
な
精
神(

行=

道)

が
宿
る
」
を
信
条
に
し
た
も
の
で
、
五
つ
の
流
れ
と
五
つ
の
心
を
合
併
し
た
も
の

が
五
行
舘
空
手
道
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

型
・
組
手
・
護
身
術
・
武
器
術
・
予
備
動
作(

五
法)

を
ベ
ー
ス
に
、
よ
り
選

択
肢
が
多
く
、
よ
り
自
由
度
の
高
い
空
手
道
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
倍
旧
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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祝
辞　
　

小
倉
ま
さ
の
ぶ

大
会
名
誉
顧
問

衆
議
院
議
員

本
日
、
第
十
一
回
少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
空
手
道
選
手
権
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

五
行
舘
の
皆
様
の
三
つ
の
信
条
、「
信
念
」、「
情
熱
」、「
修
練
」
を
尊
び
、
稽
古
を
積
み
重
ね
、
高
み
を
目
指
さ
れ

る
皆
様
の
姿
勢
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

心
技
体
す
べ
て
を
研
鑽
す
る
空
手
道
は
、
混
迷
す
る
現
代
に
あ
っ
て
、
改
め
て
そ
の
精
神
や
教
え
が
見
つ
め
直
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
で
し
ょ
う
。

東
京
五
輪
の
開
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
空
手
道
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
の
伝
統
や
文
化
が
よ
り
一
層
世
界
の
注
目
を

集
め
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

空
手
道
を
通
じ
、
日
本
の
伝
統
が
世
界
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
厳
し
い
稽
古
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
試
合
に
励
ま
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
、
本
大
会
が
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
三
十
年
十
一
月
吉
日

総
務
大
臣
政
務
官

衆
議
院
議
員
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祝
辞　
　

佐
藤
伸
一
郎

大
会
名
誉
顧
問

町
田
市
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
日
こ
こ
に
、
第
十
一
回
少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
空
手
道
選
手
権
大
会
が
、
前
錬
心
舘
か
ら
継
続
し
て
か
く
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

五
行
舘
は
、
平
成
三
十
年
三
月
に
平
野
賢
己
先
生
が
開
設
さ
れ
、
前
錬
心
舘
か
ら
の
「
社
会
か
ら
支
持
が
得
ら
れ
る

活
人
拳
を
目
指
す
。
一
隅
を
照
ら
す
」
を
基
本
理
念
の
下
に
、
空
手
道
を
通
し
た
心
身
と
も
に
逞
し
く
青
少
年
の
健
全

育
成
と
人
命
尊
重
を
活
動
の
柱
と
し
て
心
血
を
注
ぎ
活
動
さ
れ
て
お
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
五
行
舘
空
手
道
は
新
た
に
全
日
本
硬
式
空
手
道
連
盟
・
全
日
本
格
斗
打
撃
空
手
道
連
盟
・
全
日
本
琉
球
古
武

道
空
手
道
連
盟
に
加
入
さ
れ
、
門
下
生
に
と
っ
て
よ
り
選
択
肢
が
多
く
、
自
由
度
が
高
い
空
手
道
を
目
指
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
中
で
、
本
大
会
に
出
場
さ
れ
る
選
手
の
皆
様
に
は
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
大
会
に
ふ
さ

わ
し
い
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
本
大
会
を
契
機
と
し
て
、
世
代
や
地
域
を
超
え
た
友

好
の
輪
が
ま
す
ま
す
広
め
ら
れ
ま
す
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
大
会
の
成
功
と
少
林
寺
流
五
行
舘
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。



- 8 -

大
会
挨
拶　
　

堀 

一
洋

曲
家
道
場 

館
長

全
日
本
格
斗
打
撃
空
手
道
連
盟 

副
理
事
長

全
日
本
硬
式
空
手
道
連
盟 

常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
一
回
少
林
寺
流
五
行
舘
空
手
道
選
手
権
大
会
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
の
必
要
性
は
形
も
組
手
も
真
剣
勝
負
で
あ
り
、
普
段
の
道
場
で
の
稽
古
と
は
意
味
合
い
が
違
い
ま
す
。

大
会
参
戦
は
稽
古
五
回
以
上
の
効
果
も
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
礼
節
を
重
ん
じ
、
怪
我
の
無
い
よ
う
真
剣
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
平
常
心
で
日
頃
の
道
場
で
の
稽
古
の
成
果
を
大
会
で
存
分
に
発
揮
し
、
観
戦
す
る
人
々
に

感
動
を
生
み
だ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
流
派
と
し
て
も
五
行
舘
空
手
道
の
持
つ
技
の
深
い
探
求
と
研
鑽
を
通
し

空
手
道
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。　

空
手
道
の
「
道
」
と
い
う
言
葉
は
、
人
の
心
と
行
動
の
あ
り
様
を
示
し
て
い
ま
す
。
自
ら
を
戒
め
、
他
者
へ
の
思
い
や
り

や
心
配
り
と
い
っ
た
慈
愛
の
心
、
つ
ま
り
礼
節
の
心
と
そ
の
心
に
裏
付
け
ら
れ
た
行
動
の
積
み
重
ね
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
社
会
は
「
礼
節
」
が
あ
ま
り
に
も
軽
ん
じ
ら
れ
、
同
時
に
学
ぶ
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

技
の
み
な
ら
ず
礼
節
を
身
に
つ
け
、
他
人
や
ひ
い
て
は
社
会
全
体
を
見
渡
せ
る
心
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
空
手
道
の
意
義
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

空
手
道
を
学
ぶ
皆
様
は
、毎
日
一
生
懸
命
稽
古
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
正
々

堂
々
と
試
合
に
臨
む
こ
と
は
無
論
、
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
更
な
る
精
進
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
今
大
会
の
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
日
頃
選
手
を
熱
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

ご
家
族
に
敬
意
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
の
発
展
を
祈
念
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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ご
挨
拶　
　

松
井
寿
貢

少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘 

範
士
八
段

広
島
修
道
大
学
拳
法
部 

前
師
範

広
島
修
道
大
学
拳
法
部 

Ｏ
Ｂ
会 

副
会
長

広
島
経
済
大
学　

常
務
理
事
・
事
務
局
長

第
十
一
回
少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

五
行
舘
宗
家
平
野
賢
己
師
は
広
島
修
道
大
学
に
入
学
後
、
広
島
修
道
大
学
拳
法
部
に
て
、
東
洋
の
古
代
拳
法
を
指
導
原
理

と
す
る
少
林
寺
流
空
手
道
に
出
会
い
、
私
と
同
門
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
錬
心
舘
初
代
宗
家
保
勇
先
生
及
び
同
二
代
宗
家

保
巌
先
生
に
師
事
さ
れ
ま
し
た
。

平
野
賢
己
師
は
大
学
卒
業
後
も
一
部
上
場
企
業
で
の
管
理
職
を
全
う
し
な
が
ら
、
空
手
道
の
心
技
練
達
に
励
み
、
転
勤
先

で
も
日
本
各
地
に
お
い
て
青
少
年
の
心
身
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
野
賢
己
師
の
そ
の
行
動
力
と
研
究
心
に
は

数
十
年
前
か
ら
敬
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、武
道
に
は
修
行
に
お
け
る
段
階
を
表
す「
守
」、「
破
」、「
離
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
守
」は
、流
派
や
師
の
教
え
、

型
、
技
を
忠
実
に
守
り
、
確
実
に
身
に
つ
け
る
段
階
。「
破
」
は
、
そ
の
基
本
の
上
に
自
分
で
工
夫
し
、
良
い
も
の
を
取
り
入

れ
心
技
を
発
展
さ
せ
る
段
階
。「
離
」
は
、
一
つ
の
流
派
か
ら
離
れ
、
独
自
の
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
確
立
さ
せ
る
段
階
で

す
。
平
野
賢
己
師
は
そ
の
「
離
」
の
、五
行
舘
を
創
始
さ
れ
確
立
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
た
め
全
日
本
硬
式
空
手
道
連
盟
、

全
日
本
格
斗
打
撃
空
手
道
連
盟
及
び
全
日
本
琉
球
古
武
道
空
手
道
連
盟
に
も
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
先
を
思
い
て
は
花
を
育
て
、
十
年
先
を
思
い
て
は
木
を
育
て
、
百
年
先
を
思
い
て
は
人
を
育
て
る
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
平
野
賢
己
師
が
創
始
し
た
人
間
性
を
重
視
し
た
少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、
未
来
の
日

本
を
支
え
る
人
材
を
育
成
さ
れ
ん
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、選
手
の
皆
さ
ん
は
、礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
と
い
う
武
道
の
試
合
に
お
い
て
、正
々
堂
々
と
戦
っ

て
く
だ
さ
い
。
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少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
大
会 

抄
録

主　審　　平野賢己　平野美恵子
副　審　  中島一樹　石井正之　尾形慶彦　大島康裕　藤井一彦
　　　　　   小泉地大　小宮俊之　宮沢周作　割谷ユカリ

受　付　   平野るる子　青山宏美　岩田泰代
写　真　　齊藤ほとり
記　録　　割谷ユカリ
連絡係　　小泉地大
※本大会参加支部は行徳支部・三鷹支部・多摩支部・相模原道場・東大和道場・鹿島道場・JEUGIA

多摩地区本部大会の開催記録   
2006 年 6月 第一回大会　（小山小学校体育館）
2007 年 6月 第二回大会　（小山小学校体育館）
2009 年 4月 第三回大会　（小山市民センター多目的ホール）
2010 年 5月 9日 第四回大会　（小山市民センター多目的ホール）
2011 年 7月 3日 第五回大会　（小山市民センター多目的ホール）
2012 年 7月 15日 第六回大会　（相模原市民体育館柔道場） 
2013 年 6月 30日 第七回大会　（大地沢青少年センター）
2014 年 11 月 9日 第八回大会　（町田市小山市民センタ ー）
2015年10月25日 第九回大会　（多摩市立武道館）行徳30周年・三鷹20周年
2016年11月27日 第十回大会　（多摩市立武道館）
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近
年
（
三
年
）
の
大
会
表
彰
者

平
成
26
年　

第
八
回
多
摩
地
区
本
部
大
会　
（
町
田
市
小
山
市
民
セ
ン
タ 

ー 

）

　

初
級
の
部　

優
勝:

青
山
瑞
葉　

準
優
勝:

岩
田
晴
樹　

敢
闘
賞:

渡
部
安
那　

努
力
賞:

橋
詰
蔵
之
介

　

中
級
の
部　

優
勝:

大
貫
孝
信　

準
優
勝:

鈴
木
遥
斗　

敢
闘
賞:

郡
司
直
一　

努
力
賞:

割
谷
ユ
カ
リ

　

上
級
の
部　

優
勝:

内
間
爽
一
郎　

準
優
勝:

青
山
知
樹　

敢
闘
賞:

髙
村
紀
子　

努
力
賞:

藤
田
裕
介

　

組
手
の
部　

優
勝:

ジ
ョ
ニ
ー
・
リ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ 　

準
優
勝:

重
田
和
也

　

団
体
型
の
部　

優
勝:

C
チ
ー
ム 

内
間
爽
一
郎
、
鈴
木
遥
斗
、
隈
本
凛

平
成
27
年　

第
九
回
多
摩
地
区
本
部
記
念
大
会　
（
多
摩
市
立
武
道
館
） 

　

組
手
の
部　

優
勝:

柳
井
孝
之
（
防
衛
省
）　

準
優
勝:

井
田
憲
一
（
新
潟
糸
魚
川
）　

三
位:

小
泉
地
大
（
三
鷹
）

　

拳
手
法
の
部　

優
勝:

坂
能
あ
ず
み
（
多
摩
）　

準
優
勝:

井
田
祐
貴
（
三
鷹
）　

敢
闘
賞:

伊
藤
千
夏
（
三
鷹
）　

努
力
賞:

高
村
栞
里
（
多
摩
）

　

南
光
の
部　

優
勝:

渡
部
安
那（JEUGIA
）　

準
優
勝:

岩
田
晴
樹（JEUGIA

）　

三
位:

橋
詰
蔵
之
介（JEUGIA

）　

敢
闘
賞:

宇
田
夢（
多
摩
）

　

半
月
の
部　

優
勝:

大
貫
孝
信
（JEUGIA

）　

準
優
勝:

柳
井
孝
之
（
防
衛
省
）　

三
位:

青
山
瑞
葉
（
多
摩
）　

敢
闘
賞:

柳
澤
光
樹
（
多
摩
）

　

鎮
東
の
部　

優
勝:

青
山
知
樹
（JEUGIA

）　

準
優
勝:
内
間
爽
一
郎
（
多
摩
）　

三
位:

高
村
紀
子
（
多
摩
）

平
成
28
年　

第
十
回
多
摩
地
区
本
部
大
会　
（
多
摩
市
立
武
道
館
）

　

初
級
の
部 

優
勝:

山
本
大
晴
（
三
鷹
）
準
優
勝:

髙
村
栞
里
（
多
摩
）
三
位:

田
中
海
翔
（
三
鷹
） 

敢
闘
賞:

髙
村
恒
大
（
多
摩
） 

　

中
級
の
部 

優
勝:

坂
能
あ
ず
み
（
多
摩
）
準
優
勝:

青
山
瑞
葉
（
多
摩
）
三
位:

岡
本
杏
（
多
摩
）
敢
闘
賞:

小
谷
洋
（
防
衛
省
） 

　

上
級
の
部 

優
勝:

青
山
知
樹（JEUGIA

）準
優
勝:

髙
村
紀
子（
多
摩
）三
位:
岩
田
晴
樹（JEUGIA

）敢
闘
賞:

大
貫
孝
信（JEUGIA

） 

　

組
手
の
部 

優
勝:

宮
沢
周
作
（
多
摩
）
準
優
勝:

八
幡
祐
樹
（
防
衛
省
）
三
位:
熊
谷
直
紀
（
防
衛
省
）
敢
闘
賞:

小
谷
洋
（
防
衛
省
）
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ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表

村 山 想 和(東大和 )

下川まなみ(三鷹 )

岡 結 莉 菜(多摩 )

大 木 祥 太(三鷹 )

宮 沢 郁 吹(東大和 )

下 川 眞 志(三鷹 )

林 弓 王 樹 ( 三鷹 )

中 村 悠 人(ジュージア )

岡 小 結 莉(多摩 )

細 野 大 揮(三鷹 )

佐 藤 湧 斗(多摩 )

大 木 香 奈(三鷹 )

齊 藤 暢 人(ジュージア )

拳手法の型

細 野　 綾(三鷹 )

秦 野 洋 二(相模原 )

大 木 紅 梅(三鷹 )

日 高　 寛(相模原 )

拳手法の型
　( シニアの部 )

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

2-1

2-2

2-3

2-4

3-1

3-2

4-1

1-1

1-2

2-1
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ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表

齊 藤 暢 人(ジュージア )

中 村 悠 人(ジュージア )

青 山 瑞 葉(多摩 )

大 貫 孝 信(ジュージア )

青 山 知 樹(ジュージア )

岩 田 晴 樹(ジュージア )

日 高　 寛(相模原 )

小 宮 俊 之(多摩 )

1-1

1-2

1-3

1-4

3-1

3-1

3-2

4-1

平安の型

大 木 紅 梅(三鷹 )

下 川 眞 志(三鷹 )

秦 野 洋 二(相模原 )

細 野　 綾(三鷹 )

大 木 香 奈(三鷹 )

田 中 海 翔(三鷹 )

佐 藤 湧 斗(多摩 )

大 木 祥 太(三鷹 )

細 野 大 揮(三鷹 )

下川まなみ(三鷹 )

林 弓 王 樹 ( 三鷹 )

山 崎 湧 景(多摩 )

南光の型

2-1

2-2

1-1

1-2

1-3

1-4

2-1

2-2

2-3

2-4
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ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表

岡 結 莉 菜(多摩 )

伊 藤 千 夏(三鷹 )

伊 藤 岳 広(三鷹 )

佐 藤 那 優(多摩 )

坂能あずみ(多摩 )

岡 小 結 莉(多摩 )

田 中 海 翔(三鷹 )

伊 藤 千 夏(三鷹 )

山 崎 湧 景(多摩 )

坂能あずみ(多摩 )

伊 藤 岳 広(三鷹 )

佐 藤 那 優(多摩 )

中級の部

(汪輯の型 )

( 半月の型 )

1-1

1-2

1-3

2-1

2-2

3-1

3-2

2-3

1-4

1-5

4-1
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ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表

岩 田 晴 樹(ジュージア )

青 山 瑞 葉(多摩 )

宮 沢 周 作(東大和 )

大 貫 孝 信(ジュージア )

青 山 知 樹(ジュージア )

小 泉 地 大(三鷹 )

上級の部

1-1

1-2

2-1

2-2

3-1



小 宮 俊 之(多摩 )

小 泉 地 大(三鷹 )

高 橋 良 典(曲家 )

板 橋 英 俊(大田 )

宮 沢 周 作(東大和 )

- 16 -

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表 

組手の部

1-1

1-2

3-1

2-1
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組
手
試
合
観
戦
の
手
引

安
全
か
つ
勝
負
判
定
の
明
確
な
防
具
付
き
試
合
観
戦
の
た
め
に

一
、
防
具
着
用
箇
所
以
外
の
攻
撃
は
す
べ
て
無
効
で
あ
る
。

一
、
試
合
時
間
は
二
分
間
、
一
本
勝
負
と
し
、
決
勝
戦
の
み
三
分
間
と
す
る
。

　
　

一
本
技
ま
た
は
技
有
二
つ
を
も
っ
て
一
本
と
す
る
。

一
、
音
の
強
弱

音
の
強
弱
は
必
ず
し
も
技
の
強
弱
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ゆ
る
く
握
っ
た
小
手
に
よ
る
不
完
全
な
突
き
が
大
き
な
音
を
発
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

一
、
相
打
ち
の
問
題

た
と
え
ば
Ａ
の
突
き
と
Ｂ
の
前
蹴
り
が
ほ
ぼ
同
時
に
決
ま
っ
た
。
両
者
の
技
の
威
力
に
差
が
な
い
か
、
あ
っ
て

も
わ
ず
か
な
違
い
で
あ
れ
ば
、
相
打
ち
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
Ａ
の
突
き
は
単
に
当
た
っ
た
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
反
し
て
Ｂ
の
前
蹴
り
は
威
力
十
分
で
Ａ
の

体
を
二
三
歩
ふ
っ
飛
ば
し
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、
こ
れ
は
相
打
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
決
ま
っ
て

も
審
判
は
Ｂ
の
前
蹴
り
を
取
る
の
で
す
。

双
方
の
打
撃
の
威
力
に
明
ら
か
な
差
異
が
見
ら
れ
る
場
合
、
相
打
ち
は
成
立
し
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
、
引
き
の
な
い
突
き

引
き
と
は
す
な
わ
ち
空
手
道
で
い
う
残
心
で
す
。
残
心
の
み
ら
れ
な
い
技
は
原
則
と
し
て
一
本
を
取
り
ま
せ
ん
。

空
手
道
に
お
い
て
は
、
突
き
っ
ぱ
な
し
の
突
き
は
突
き
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。

一
、
足
の
甲
を
使
っ
た
蹴
り

蹴
り
の
打
撃
点
は
上
足
底
で
あ
り
、
足
の
甲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
足
の
甲
は
人
間
の
急
所
で
あ
り
、
こ
こ
を
打

撃
点
と
す
る
蹴
り
は
、
自
分
の
体
を
傷
つ
け
る
本
末
転
倒
の
蹴
り
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
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少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
の
三
大
特
徴

一
、
安
全
性
と
勝
敗
の
明
確
性
を
優
先
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
「
防
具
着
用
の
組
手
試
合
制
度
」
で
す
。

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）
に
は
軽
量
か
つ
安
全
な
防
具
を
開
発
し
、
以
来
こ
れ
を
公
式
防
具
と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。

ニ
、
組
手
技
術
の
完
成
度
の
高
さ
で
す
。

「
小
よ
く
大
を
制
す
」
と
か
「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」
と
言
い
ま
す
が
、「
少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
」
の
組
手

は
精
密
な
科
学
的
計
算
に
基
づ
い
て
編
み
出
さ
れ
た
技
術
で
す
。「
半
飛
び
足
刀
蹴
り
」「
後
ろ
回
し
蹴
り
」「
連

続
回
し
蹴
り
」「
二
段
回
し
蹴
り
」「
足
刀
く
の
字
飛
び
」「
螺
旋
手
刀
打
ち
」「
逆
風
足
刀
蹴
り
」
な
ど
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
最
新
技
術
と
称
さ
れ
る
組
手
技
術
は
、
基
礎
と
な
る
型
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
な
も
の
で
す
。

こ
れ
を
正
し
く
習
得
す
る
た
め
に
、「
少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘
」
で
は
、
中
学
生
ま
で
は
組
手
試
合
は
行

わ
ず
に
「
型
」
の
習
得
を
中
心
に
基
礎
鍛
錬
に
励
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
、「
本
当
に
強
い
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？

答
え
は
、
ひ
た
む
き
に
日
々
の
稽
古
を
繰
り
返
す
中
に
あ
り
ま
す
。

本
当
に
強
い
こ
と
は
、
優
し
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
は
志
を
つ
ら
ぬ
く
意
思
の
強
さ
で
あ
り
、
思

い
や
り
の
あ
る
優
し
い
心
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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平
野
賢
己　

少
林
寺
流
の
道
統

南あ
ー
な
ん
く
う

光【
喜
屋
武
親
雲
上
】首
里
手(

台
湾
説
あ
り)

・・・・・・・・・・・

汪わ
ん
し
ゅ
う輯
【
真
栄
田
親
雲
上
】
泊
手
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

鎮ち
ん
と
う闘
【
松
茂
良
興
親
雲
上
】
泊
手
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

抜ば
っ
さ
い塞
【
親
泊
親
雲
上
興
寛
】
泊
手
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

十せ
い
さ
ん三
【
松
村
宗
棍
】
首
里
手
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

五ご
じ
ゅ
う
し
ほ

十
四
歩【
松
村
宗
棍
】首
里
手
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

公く
う
し
ゃ
ん
く
う

相
君【
北
谷
屋
良
親
方
】首
里
手
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

松村宗棍
1809-1899

喜屋武朝扶
1835-1889

喜屋武朝徳
1870-1945

沖縄少林流 聖武館
島袋善良

沖縄少林寺流 求道館
仲里常延

少林寺流錬心舘
保 勇

五行舘 舘長
平野 賢己

喜屋武朝徳

二代目宗家
保 巌

月心会 会長
岡田俊郎
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少
林
寺
流
空
手
道
五
行
舘　

指
導
者
一
覧

2018.11.3 現在
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広
島
修
道
大
学
拳
法
部
Ｏ
Ｂ
会
役
員
・
五
行
舘
高
弟
一
覧

2018.11.3 現在



○祝
第 11 回少林寺流空手道五行舘

空手道選手権大会

選手の皆さんのご健闘を祈ります。

支部名 練習場所 責任者 連絡先電話番号

多摩支部 小山小学校 平野賢己師範 090-4019-4757

小山中央小学校 平野恵美子師範代 090-2525-9446

小山公民館 石井正之師範 080-1078-6180

JEUGIA カルチャーセンター 平野美恵子師範 042-797-5967

南大沢カルチャーセンター 平野賢己師範 090-4019-4757

（京浜島道場） 勤労者厚生会館 中島一樹師範 090-3235-0579

三鷹支部 新川中原コミュニティセンター 平野美恵子師範 042-797-5967

牟礼コミュニティセンター 尾形慶彦師範代
藤井一彦准指導員

042-797-5967
090-6014-3449

行徳支部 南行徳公民館 大島康裕師範代
加藤俊明准指導員

090-5504-8703
047-398-1627

相模原　東大和　鹿島道場　大田道場

舘長　平野賢己　　副舘長　平野美恵子
●総本部ホームページ renshinkan-tokyotama.com

事務局 042-797-5967   090-4019-4757  東京都町田市小山町 1492-36



広島修道大学
拳法部

（日本傳少林寺流空手道錬和舘所属）
祝　第 11回五行舘空手道選手権大会
　選手の皆様の活躍を祈ります。







祝　第 11回少林寺流空手道五行舘
空手道選手権大会

日本傳少林寺流空手道 錬和舘

大会の成功を祈念しています。

広島支部　　　　       　広島中央支部　　　　　広島Ａ－ＣＩＴＹ支部
広島宇品支部　　　　　広島北支部
廿日市支部　　　　　　宮島口支部　
呉中央支部　　　　　　尾道支部　　　　　　　福岡支部
広島修道大学拳法部　　　　　　　　県立広島大学少林寺流空手部





少林寺流空手道五行舘創立までと平野賢己舘長の歩み
1971 年 4月 広島商科大学拳法部（現在広島修道大学）スタート
1981 年 11 月 宮城県仙台市 八幡支部開設（平野賢己師範ライセンス取得）
1985 年 5月 千葉県市川市 行徳支部開設 ( 少林寺流空手道錬心舘 )
1987 年 8月 大阪府大阪市 阿部野支部指導
1987 年 11 月 奈良県生駒市 桜ヶ丘支部開設
1988 年 4月 ライフ空手道部発足
1995 年 11 月 東京都三鷹支部開設
1996 年 3月 　東京地区本部合同練習（一般組手）5名参加
1996 年 4月 　第 22回行徳支部空手道大会
1996 年 6月 　第 1回三鷹支部空手道大会
1996 年 7. 月 　第 29回全国大会（広島）選手 2名参加
1998 年 9月 平野師範宗家直伝講習受講（型総合）
2000 年 7月 　第 33回全国大会（鹿児島）選手 2名参加
2000 年 9月 　広島地区大会個人一般女子形の部で優勝
2001 年 8月 　第 34回全国大会（東京）選手 5名参加
2001 年 10 月 平野師範宗家直伝講習受講（棒術）
2002 年 8月 　第 35回全国大会（岡山）選手 7名参加
2002 年 11 月 平野師範宗家直伝講習受講（棒術・型総合）
2003 年 4月 東京都多摩支部開設　
2003 年 7月 　第 36回全国大会（宮崎）選手 6名参加
2003 年 11 月 　第１回関東東北大会 ３回戦進出３名 
2004 年 12 月 東京多摩地区本部開設
2005 年 3月 京王自動車護身術倶楽部発足
2010 年 11 月 　宮前図書館護身術講習会 招聘
2012 年 6月 　読売新聞相模原北部版に掲載「ほうむたうん」 
2013 年 6月 　多摩支部ご父兄のニーズで初合宿（大地沢青少年センター）
2014 年 6月 　第 12回錬心舘関東東北大会 7 名参加 
2014 年 8月 　第 45回全国空手道選手権大会（福岡）
2015 年 6月 　第 13回錬心舘関東東北大会 9 名参加 
2015 年 10 月 第 9回東京多摩地区本部大会

(10周年・千葉行徳支部30周年・東京三鷹市部20周年記念大会)
2016 年 7月 第 46回全国大会 ( 広島 ) 3 名参加
2016 年 10 月 第 14回錬心館関東東北選手権大会

小学生高学年の部 三位入賞 青山知樹
2016 年 11 月 第 10回東京多摩地区本部大会
2017 年 11 月 少林寺流空手道五行舘 創立
2018 年 11 月 第 11回 ( 第 1回 ) 少林寺流空手道五行舘創立記念大会





少林寺流空手道 五行舘
renshinkan-tokyotama.com

この大会プログラムはスマートホンでもご覧いただけます。


